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進路担当 山﨑

11／５(火)には、フリー授業参観、午後の進路説明会や学年懇談会を行いました。多数の保護者の
方にご出席いただき、ありがとうございました。全生徒に資料を配付したので、出席できなかった方

は、お子様からお受け取りください。

全体会の時間が短く、静岡県公立高校の入試制度について説明しきれなかった部分があるので、今
回の羅針盤でお伝えします。

学校裁量枠は、各高校独自の選抜方法により合格者を決めます。部活動などの体育的活動（文化部
の場合は文化的活動）を希望枠で募集して実技検査などを行ったり、全員を対象に中学校における学

習で優秀な者を選んだりして合格者を決めます。

共通枠とは、「通常の受験」であり、調査書・学力検査・面接によって合格者を決めます。学校裁
量枠や共通枠でどのように合格者を決めるのか、簡単に説明します。

☆合格者決定の順序☆

(例)Ａ高校の場合 ・定員200人
・学校裁量枠Ⅰ( 体 育 的 活 動 )希望者対象…10％

・学校裁量枠Ⅱ(９教科の学習成績)全員を対象…20％

定員200人
↓ (1) 学校裁量枠Ⅰ(体育的活動)の希望者から、定員の10％程度(約20人)を合格者とする。
↓ ・調査書の諸活動の記録(部活動の実績)と実技検査に優れた者を合格とする。

↓ （調査書の９教科の評定、面接結果、学力検査結果に著しく問題のある者を除く。）
あと180人

↓ (2) 学校裁量枠Ⅱ(９教科の学習成績)で定員の20％程度(約40人)を合格者とする。
↓ ・調査書の学習の記録(内申点)の９教科の評定合計に優れた者を合格者とする。
↓ （学力検査結果、面接結果、調査書の諸項目の記載事項に著しく問題のある者を除く。）

あと140人

↓ (3) 共通枠(調査書・学力検査・面接)では、次の３段階の手順で決定する。（それぞれの段
↓ 階において、学力検査や面接の結果に著しく問題のある者は合格者から除くことがある。）

↓ ＜第１段階＞
↓ ・まず調査書の９教科の評定合計の上位から共通枠定員の140人までを選び、その140人
↓ の中から学力検査５教科の得点合計の上位75％程度(約105人)を合格者とする。
あと 35人

↓ ＜第２段階＞
↓ ・ここまでの合格者を除いた受検者全員の中から、調査書の学習の記録以外の記載事項
↓ と面接結果により、共通枠定員の10％程度(約14人)を合格者とする。
あと 21人
↓ ＜第３段階＞
↓ ・ここまでの合格者を除いた受検者全員の中から、調査書・学力検査・面接の全てを総
↓ 合的に審査して、共通枠定員の15％程度(約21人)を合格者とする。
(200人の合格者決定)

静岡県の公立高校入試では、「調査書の学習の成績（いわゆる内申点）」が重要であることが分か
るでしょうか？
当日の学力検査の結果がどんなに良くても調査書の９教科の評定合計が低いと、学校裁量枠Ⅱだけ

ではなく、共通枠の＜第１段階＞でも合格することができません。＜第２段階＞では当日の学力検査

を判定材料にしていません。つまり、他の受験生と比較して調査書の評定合計が低く、委員会や部活
動などでも顕著な表れがない場合、共通枠の＜第３段階＞になるまで合格の可能性がないことになり

ます。定員が200人であっても、実際はあと21人の枠に入るかどうかという状況になるのです。さら

に、＜第３段階＞でも学力検査だけで決めるわけではないのです。



「学校裁量枠Ⅰ（文化的・体育的活動）」は、誰でも志願できます。中学校で行っていた部活動だ
けではなく、高校から新しく始まる部活動（レスリングやハンドボールなど）にも志願することがで

きます。
しかし、志願するにあたり、考えてほしいことが２つあります。

まず、その部活動を高校の３年間続ける強い意志があるかどうかです。受験に有利だから、なんて
安易な気持ちなら裁量枠での志願はやめましょう。「本当にその競技が好きで、辛く苦しい練習も乗
り越え、一生懸命まじめに取り組むことができる」と言い切れる人に志願してほしいと思います。

２つめに、合格したとしても、その後の学習では他の生徒と同じように成績を評価されるというこ
とです。特別扱いはありません。あまりにも学力的に厳しい高校に入ってしまうと、テストの結果が
悪くて補習、追加の宿題、夏休みの集中講座……という具合になってしまうことがあります。部活に

行きたくても補習に行かなければ進級できない、なんてことにもなりかねません。学習面でも頑張っ

ていけるかどうかも考えてください。
学校裁量枠での受検を考えている人は、まずは担任の先生に相談してください。

文化的・体育的活動の裁量枠がある学校

伊豆総合 サッカー(男) バレーボール(男) レスリング 陸上競技 野球(男)

伊豆中央 陸上競技 野球(男) バスケットボール(男) サッカー(男)

ハンドボール(男)

田方農業 野球(男) サッカー(男) バスケットボール バレーボール(女)

ソフトボール(女)

三 島 南 吹奏楽 野球(男) バスケットボール バレーボール(女) 陸上競技

ソフトテニス(女) サッカー(男)

三 島 北 陸上競技 サッカー(男) 野球(男) バスケットボール(男)

ソフトボール(女) 国際交流

※ 三島北高国際交流部は、英語プレゼンやディベート、スピーチコンテストなどに出場したり、

海外文化について学んだりする部活動です。

＜申込みできる方＞

○高等学校、高専、専修学校高等課程への進学を希望していて、次に当てはまる生徒。
保護者（父または母など）が、病気や災害（交通事故を除く）、自死（自殺）などで死亡、

または保護者が著しい障害を負っていて、経済的に苦しい家庭の子ども。

＜申請しめ切り＞
○２次…12月15日

○３次…２月29日

＜奨学金の内容＞
○「無利子貸与＋給付」型 ※給付のみ、貸与のみという選択はできません。

・国公立校…月額45,000円（うち貸与25,000円、給付20,000円）

・私 立 校…月額50,000円（うち貸与30,000円、給付20,000円）
※私立高校入学一時金（貸与30万円）制度もあります。

＜備考＞

○成績は問わない。
○他の奨学金と同時に利用できる。

※詳細を知りたい方は、担任または進路担当までご連絡ください。


